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要旨
　1930 年ごろにすでにアメリカに存在していた「ロックン・ロー
ル」という言葉は、当初現在のような音楽のジャンルを表す意味と
しては使用されていなかった。50年代、アメリカラジオ番組のDJ
が、黒人の音楽であるリズムアンドブルースを「ロックン・ロール」
と名付けて流したことがきっかけで、音楽のジャンルを表す言葉と
して使われるようになった。その後ロックン・ロールの黄金期を築
いたといわれるエルヴィス・プレスリー、ビートルズなどの数々な
ミュージシャンや、社会によってロックミュージックは変化、多様化、
発展していく。1960年後半には、アメリカで大規模な野外音楽フェ
スティバル、野外ロックフェスティバルが開催されその成功により、
商業化へと歩み始めることになる。日本ではロックフェスティバル
の定着とともに、音楽市場が大きく変化しそれまでアナログだった
音楽がデジタル化され、音楽をより身近で楽しめるようになった。
ロックフェスティバルが産業化していくに伴い、日本の音楽市場に
どのような影響をもたらしたかについて論じ、ロックフェスティバ
ルが商業的に成功した原因をを解明する。
ロックミュージック、
ロックフェスティバルの始まり
　Rock and roll（Rock’n Roll）という言葉の語源については、
Rock（揺らす）roll（転がす）躍動感のある音楽という説や、岩を
も砕く激しい音楽という意味からその単語が生まれた、など諸説あ
る。どこで生まれた単語であるかは明らかになっていないが、1930
年頃にはすでに単語として存在していた。それを音楽のジャンルを
表すものとして最初に使ったのが「アラン・フリード」である。彼
は、アメリカオハイオ州のラジオ局で白人向けラジオ局のディスク
ジョッキー（DJ）をしており、若者の音楽の流行には敏感であった。
1950 年台初頭人種差別が存在していたアメリカでは音楽も区別さ
れていた。ラジオ局すらも、白人用の局と、黒人用の局というもの
があり、黒人音楽用のリズムアンドブルース（Ｒ＆Ｂ）チャートと、
白人用のカントリーアンドウエスタンチャート、ポップチャートが
存在していた。そんななか、黒人用のラジオ局から流れるリズムア
ンドブルース（R&B）に白人たちが興味を持ち始めていることを知
る。彼は、自分の番組を「ムーンドッグ・ロックンロール・パーティ」
と改称し、「Ｒ＆Ｂ」を「ロックン・ロール」と名付けて紹介した。
次第に白人たちの間で番組の人気は高まり、ロックン・ロールは人
種に関係なく、若者たちが好む音楽となっていった。その後、ロッ
クン・ロールは、黒人ブルースや、カントリー、白人音楽など様々
な音楽形態の多様性を取り込み、複雑に絡み合って変化を遂げてい
く。1954 年にはアメリカのロックン・ロールの黄金期を築いたと
いわれるエルヴィス・プレスリーが登場する。初めはカントリー歌
手として活動していたエルヴィス・プレスリーがファーストシング
ル「ハートブレイク・ホテル」を下半身を激しく揺すりながら、声
を震わせて歌ったことで、人々を愕然とさせた。その後大ヒットし、
時代を代表するロックンロール歌手となった。エルヴィス・プレス
リーによってロックン・ロールを取り巻く状況は一変しブームが起
こされる。そのころ、白人シンガー「ビル・ヘイリー」の「ロック・
アラウンド・ザ・クロック」が、映画の主題歌となり、一躍脚光を
浴びる。不良少年たちと、その教師との学校内での暴力事件をめぐ
る大人と若者との衝突を描いた映画であり、映画の内容はそのまま、
テーマソングである「ロック・アラウンド・ザ・クロック」が大人
社会への若者の反抗を象徴する曲いうイメージを持たせることにな
る。エルヴィス・プレスリー、ビル・ヘイリーらにより基盤が築か
れたロックン・ロールはやがて、大規模なイベントとして成立して
いく。ロックフェスティバルは、ロックミュージックの音楽イベン
トである。現在は、ロックミュージックのみならず、ポップスやジャ
ズなど様々なジャンルの音楽を扱っているものがほとんどで、複数
のアーティストが参加し、生演奏を披露する。現在世界中で開催さ
れているロックフェスティバルのきっかけとなったイベントが、ア
メリカで開催された。1967年、野外音楽イベントのきっかけとなっ
た「モンタレー・ポップ・フェスティバル」と、ロックフェスティ
バルのきっかけとなった「ウッドストック・フェスティバル」であ
る。ロックフェスティバルは、多くの動員を記録し大成功を収めるが、
それが商業化への第一歩となる。
日本のロック
　1960 年後半、日本ではフォークミュージックが流行していた。
そのころ日本へは徐々にロックが伝わり始めていた。ウッド・ストッ
ク・フェスティバルを実際に見たザ・フィンガーズのギタリスト成
毛滋が、日本で初めてのロックフェスティバルとなる「ニューロッ
ク・ジャム・コンサート」を日比谷野外音楽堂で開催した。新宿厚
生年金会館では、「第一回日本ロックフェスティバル」を開催し、成
長を遂げながら翌年には二回目、翌々年には 3回目を開催すること
になる。それまで日本で流行していたフォークミュージックは、ロッ
クミュージックと歩み寄り「フォークからロックへ」という演奏会
も行われるようになった。やがて日本でもロックフェスティバルが
行われるようになる。特に、大規模で本格的な野外フェスとして毎
年開催されている「フジロックフェスティバル」は挫折と失敗を繰
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り返しながらも、あきらめずに挑戦し続け、今日日本を代表するロッ
クフェスティバルの一つとしての成功し定着した。そのフジロック
フェスティバルの主宰者日高氏が手本としたものが、イギリスのロッ
クフェスティバル「グラストンベリ ・ーフェス」である。1970年に、
イギリス南西部のサマーセット州グラストンベリーで開催されたこ
のフェスティバルは、牧場主のマイケル・イービス氏が自らの私有地
である900エーカー（約3.6 平方メートル）の農園と牧草地を会場
として開いた音楽フェスティバルである。数十個の設営されるステー
ジの他にも、ミニステージが設営され、どこでもライブを楽しめる。
3日間の開催の間、各自テントを張りキャップ生活を楽しむことがで
き、エスニックフードやアルコールなどの飲食物、自然素材の商品
などを扱う露店が多く並ぶ。ステージでは、サーカスやキャバレー、
演劇や映画上映などロックに限らず様々なものが催され、音楽を聴
くということ以外でも観客を楽しませてくれる。2010年には 34回
目を迎えるが、現在、規模や出演者などのラインアップなどから、ヨー
ロッパ最大級であり、世界最高のフェスと呼ばれるようなロックフェ
スティバルへと成長した。これらの特徴は「フジロックフェスティ
バル」によく反映されている。
音楽市場の変化
　高度経済成長を迎えた日本は、各家庭の所得が増え、人々の生活水
準が向上したことで、日本のレコード市場は急速に成長する。1960
年代、フォークミュージックやロックミュージックが、ベトナム反
戦運動や学生運動と結びつき、とてつもない勢いで広まっている時
期でもあった。それに伴い音楽のジャンルも徐々に増え、60年代後
半から 70年代にはアナログレコードプレイやー、カセットデッキ、
ラジオカセットなどのプレイヤーがよく売れるようになった。70年
代後半から80年前半になると、買うべき各家庭に再生装置がいきわ
たり、売れ行きの伸びが止まってしまい、「オーディオ不況」と呼ば
れる低迷期が訪れる。そんな中、デジタル記録メディアの CDが発
明される。LPやカセットテープとは違い、CDは音質の良いマスター
テープのデジタルコピーのため、音質の劣化が少ない。CDは 82年
に売り出されると、86年には LPの生産金額を追い抜き、音楽の記
録メディアはアナログである LPから、デジタルのCDへと移行した。
79年には携帯型ステレオカセットプレイヤー「ウォークマン」が発
売され、音楽を携帯するという発想が生まれた。音楽プレイヤーが
一家に一台という時代が、90年には「１人に１個」という時代へと
変化していった。同時に、windows95 日本盤の発売開始により、パ
ソコンが売り出されるようになる。インターネットも普及し、90年
代後半には、楽曲をデータへと変換しンターネット上で配信や販売
する音楽配信サービスが始まる。当時の音楽配信は、今の販売目的
の配信とは違い、CDを売っているレコード会社が、CDのプロモー
ションとしてのサービス提供をしているというにとどまっていた。
97年には「ミュージック・シーオー・ジェーピー」が音楽配信を始
めたが、日本のレコード会社は、音楽配信によってCDが売れなくなっ
てしまうことを心配し、音楽配信サービスに積極的ではなった。し
かし、2002年に携帯電話会社の au が CDの音源を 30秒程度の長
さの楽曲にして提供する「着うた」サービスを開始したことによって、
その便利さと手軽さから、音楽配信は一般の消費者へ浸透するよう
になる。また、2005 年には、アップル社の「iTune Music Store」
のサービスが日本へ上陸し、それと同時に、同社の携帯音楽プレイ
ヤー「iPod」が日本でブームとなり、一気に普及した。
まとめ
　ロックフェスティバルが商業的に成功できた大きな理由の一つと
してあげられるのはロックミュージックの大衆化である。社会や
大人に対して反抗的で攻撃的な音楽だったロックミュージックが、
1950 年後半より大衆受けするようなポップスへと再構築されてい
く。楽曲に表現される歌詞の内容も、感傷的なものへと変化していき、
理想的な若者の恋愛が歌われるようになった。自然とロックミュー
ジックは、大衆向けし、より売れる、攻撃性がない音楽へと変化し
た。日本の音楽市場では、歌手やバンドが大量にいれば、それだけ
ヒットする確率は高くなるという考えのもと、音楽制作の大量生産
が音楽のデジタル化によって可能になった。ウォークマンや iPod な
どの携帯音楽プレイヤーはイヤホンを通して、耳からしか音楽を感
じ取ることができない。好みでない曲は、ボタンひとつでスキップ、
消去できる。携帯音楽プレイヤーは体で音楽を感じるという、感覚、
音楽の大切さ、リアルさを奪い去ってしまった。体でビートを感じ
音楽を楽しむということは、ロックミュージックの本来の聴き方で
あろう。野外ロックフェスティバルは今後、生で音楽を感じる事の
できる機会として貴重な存在になる。
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